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はじめに
　
カロリング朝の断絶した九八七年以降、ロワール川以南の地域における王権の無力化のなかで完全な封建的無秩序
が続いたわけではなく、教会主導の秩序維持の試みが続けられた。古代ローマ帝国の時代に設置されたキウィタス（civitas ）管区は、司教座都市として中世においても地域の秩序維持の拠点としての力を失うことなく、一一世紀前
半には修道院とともに神の平和（
P
axD
ei;P
aixdeD
ieu ）運動を推進する拠点となった。カロリング期に司教座都市
以外の司教管区内の有力都市で共住制（
cénobitism
e ）を実践する集団としての聖堂参事会（
chapitrecollégial ）を伴
う参事会教会（
églisecollégiale ）は、時には司教座以上の求心力をもつ信仰と秩序維持の拠点を形成した。
　
全く無名の参事会教会に過ぎなかったリモージュ司教管区所在のサン・レオナール・ド・ノブラ参事会教会に対し
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てリモージュ司教は、一〇三〇年頃の当該管区における神の平和運動期に聖人伝
（
1）と奇蹟録
（
2）の編纂事業という広
報的活動を積極的にすすめ、その成功によってこの参事会教会は聖人崇敬の拠点のひとつとして教区民に認識されるようになった
（
3）。本稿で論ずるのは、これまで先行研究
（
4）で看過されてきたその次の段階、すなわち一一世紀中葉
に司教の贈与によって財政基盤が確立し、サン・レオナールの聖堂参事会に共住制が導入され、サン・レオナール・ド・ノブラ参事会教会が司教管区内の信仰と秩序維持 拠点へと発展す 段階である
（
5）。叙述史料の聖人伝や奇蹟
録からは窺い知ることのできない参事会教会の政治・制度的な位置づけを、リモージュ司教によるサン・レオナール・ド・ノブラ参事会教 宛の文書（一〇六二年 聖堂参事会改革文書）という証書史料を用いて検討したい
（
6）。
　　
一
　
共住制と贈与
　
参事会教会に居住する聖職者が共住制を本格的に導入するのは、カロリング期に入ってからである
（
7）。メロヴィ
ング朝と異なり、カロリング朝が参事会 の持つ国制的意義を認めたからに他ならない。ピピン短身王の下、メッツ司教クロデガング（在位七四二～七六六年）によって、はじめて聖堂参事 共住制の規定『聖堂参事会戒律』（R
egulaC
anonicorum
）が定められた。つづいてカール大帝の後継者ルイ敬虔帝の下で、王国は政治的な危機を迎え
ていたが、王国の秩序維持の拠点として聖堂参事会を整備すべく、八一六年 アーヘンで開催された宗教会議 成果に基づき、 『アーヘン掟則』 （
InstitutioC
anonicorum
）が編まれた
（
8）。 『聖堂参事会戒律』と『アーヘン掟則』は写本
の中で結合と分離を繰り返しながら、一一世紀中頃までの聖堂参事会の改革に大きな影響を与えた
（
9）。
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一〇六二年にリモージュ司教によって発給されたサン・レオナール・ド・ノブラ聖堂参事会の改革文書（以下で
一〇六二年の聖堂参事会改革文書と記す。 ）は、 『アーヘン掟則』水準の聖堂参事会の改革をリモージュ司教が承認する文書である
（
10）。共住制の導入による
V
itacanonica の実現、換言すれば聖職者倫理の向上が聖堂参事会の改革の基
本的な目標 った。この文書では、共住制の実現については、プレバンドの確立という表現で示され、聖職者倫理の向上については、次の如く原始教 の慣行の復興という理念で暗示されている
（
11）。
　　
　
なぜならば、その参事会は一二のプレバンドによって、かつてずっと以前に幸運にも安定させられ、我々の前
任者によって我々の主イエス・キリストと聖なるテュルピオンと貴い聖別された証聖者レオナールを讃えてよく整えられたからである。そしてレオナールにおいて我々は望み、神に鼓舞されて以下のことを決心した。初期の生活態度の慣行が再び獲得され、そして参事会員の身分がそこですべての人によっ 栄え、すべての善行によって香りを放ち、昼も夜も我々のすべての、あるいは人々の必要のために 祈るように
（
12）。
　「一二のプレバンド」 （
X
IIpraebenda ）という語句は、使徒的生活（
V
itaapostolica ）の実践のために一二使徒の数
にあわせられている。 「初期の生活態度の慣行」 （
pristinaeconversationisrepareturusus ）とは使徒的生活の実践を
指す。使徒的生活と うスローガン 下で、使徒たちの活躍した原始教会の慣行の復興が目指された
（
13）。だが、実
際は復興ではなく、中世盛期に開始された新しい改革運動であった
（
14）。この一〇六二年の聖堂参事会の改革文書か
ら「参事会員の身分」 （
ordocanonicalis ）がリモージュ司教による贈与を財政的な支えとしていることがわかる。司
教座都市の外部のノブラの都市に使徒的生活の復興という理想を実現するために 教会を支援し、信仰と秩序維持の拠点としたのは、リモージュ司教自身であった。一〇六二年の聖堂参事会 改革 中 次の箇所にお ても共
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住制の財政的な支えとなる「一二のプレバンド」について言及されている。さらに、一〇三〇年頃に聖人伝や奇蹟録の広報的活動によって創出された聖レオナール崇敬をさらに発展させるために不可欠な一二のプレバンドが司教によって割り当てられたことが記 ている。　　
　
即ち我々は神の名において我々の権利のうちのある物、即ち一二のプレバンドを彼ら（サン・レオナール聖堂
参事会員たち）に与える。一二のプレバンドは、我々の先任者によってサン・レオナール・ド・ノブラ参事会教会で神と至福なるレオナールに奉仕するために、以前の時代に割り当てられたものである
（
15）。
　
一〇六二年の聖堂参事会の改革文書に記されたサン・レオナール・ド・ノブラ参事会教会の取り分は、次の文章が
示すように実に収入の半分以上であった。　　
　
つまり司教と聖職者の収入を我々は同様 半分以上、至福なるレオナールの祭壇に与える。同様にかつて善良
なる人たちが至福なるレオナールに遺贈した土地とさらに善良なるカトリック信者によって遺贈されるであろう土地を与える。サン・レオナールの装飾の復興のために鎖 収入を与える。またフォレスタと呼ばれる森を参事会員の支配と権利のために与える。そしてこ 森の豚の放牧権を与える。教会をつくること おい 、あ いは禁域の仕事場において、送ることを望むなんであれ与える
（
16）。
　
共住制の導入には財政的な基盤が必要であったが、この点について司教は大いに配慮した様子をこの一節から窺い
知ることができる。この寛大な処置は、早急 強力な信仰と秩序維持の拠点を管区内に確立す ことを望む司教の意向を反映しているといえよう。
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二
　
シモニアへの対応と参事会教会の秩序の再編
　
シモニアの禁止の取り決めが一〇六二年の文書に取り入れられた。この取り決めは一〇五〇年代末からローマ教皇
レオ九世（在位一〇四九～一〇五四年）によって始められたいわゆる「グレゴリウス改革」の影響を受けているように思われる。一〇六二年の聖堂参事会改革文書では次の如くシモニア批判が繰り返し文書中に現れる。　　
　
しかし我々は我々の後継者に主イエス・キリストと至福なるレオナールによって求める。だれも収益あるいはシ
モニアという不正のために参事会以外が選んだ以外の高位聖職者を参事会に送ることを敢えてすべきでない
（
17）。
　
この文書では、明確に「シモニアという不正」と記されている。共住制の導 による聖堂参事会の改革が西欧全域
に伝播する時期や要因は多様であるが、少なくとも教皇レオ九世はそれを積極的に進め、教皇ニコラウス二世（在位一〇五九～一〇六一年）や教皇アレクサンデル二世（在位一〇六一～一〇七三年）もその政策を継承した。シモニア批判が聖堂参事会の改革に影響を与えたことは ラテラノやランスなど西欧各地で開催された教会会議の決議からも明白である。　
次の一〇六二年の聖堂参事会改革文書の一節から、プラエポジトゥスの権限が縮小されていることがわか 。
　　
　
なぜなら禁域と仕 場と彼らが建物を建てている土地を同様に我々は譲る。そして建物 ともに
M
ilieres とに
属する
C
henor （地名）のすべてのマンス（所領）と一二デナリウスを譲る。さらに彼（
O
tgerium
B
arbe ）がプ
ラエポジトゥスに関して持っているものを譲る。それらが占めているようにプラエポジトゥスの
H
agentensus と
ヴィカリウスの所領のすべ の隷属からの解放と自由を譲る。参事会員の自由 なっている物を除いて
（
18）。
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一一世紀前半、プラエポジトゥスはサン・レオナール参事会教会の指導者であり、サン・レオナールのプラエポジ
トゥスからリモージュ司教に就任した者も存在した。プラエポジトゥスは俗人であることが多く、その権限の縮小は「シモニアという不正」に対処して、参事会教会の秩序を再編したものと解釈される。　
次の一節が示す如く、副署者のリストに、プラエポジトゥスの名は見受けられない。
　　
　
司教イティエの署名。デカーヌスのラムヌルフス（十字の印） 。イルドニウス・ロエリア（聖歌隊長） 。ゲラル
ドゥス。アルドヴィヌス。ラルドゥス・マルボディウス（教会墓地管理人） 。アウフレドゥス
（
19）。
　
一〇六二年の聖堂参事会改革文書のこの一節には、デカーヌスの署名が見受けられることから、共住制を管理する
ためにデカーヌスがプラエポジトゥスに代わって参事会を指導していたことが推測される。　
シモニア批判を繰り返しながら、す められた共住制の導入は 司教の個人的な贖罪を引き起 す。一〇六二年当
時のリモージュ司教イティエこそがシモニア批判の対象となるべき人物であっ からだ　　
三
　
贖罪と司牧
　
一〇六二年の聖堂参事改革文書のなかで奇妙に感じ れるのは、リモージュ司教自身の個人的な贖罪に関する記述
が、他の公的な事柄の記述に比べて長い点である。次の一節は、長々と雄弁に司教が贖罪を行う箇所である。　　
　
従って、すべての人たちの中でも特にリモージュの座の大聖堂を占め、あるいは神 兄弟の参事会で生活する
に至る人々に、以下のことが知られるべきである。前述の座の私イティエは、ふさわしからぬ司祭であるけれど
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も、人間のもろい事情を記憶に留め、気づいており、私の罪が襲うので、人々の声が呼びかけるので、そしてこのように優れた名誉で、ある弱者である私は、このように光栄にも司教に就任した私は、この機会に、かつて私が如何にして司教になったのか 、ひどく恐れ、よ ことは何もなさず、誘惑的な俗世 網によって私イティエは捕えられたように、 私たちの兄弟あるいは自分の中に神への恐怖を持つ他の者たちとともに、 私 権限で ずっと以前から参事会の住居がノブラと呼ばれ ある場所を 神の助けを得て、かつての状態に戻す程度まで、この計画に私イティエは着手する。主イエス・キリストをなだめることができるからである
（
20）。
　
管区の指導者として贖罪を行うことは司教の義務のひとつであるにせよ、自らのシモニアの罪を長々と公の場で語
る点に現代の我々は違和感をもつかもしれない。だが、公的な場で贖罪を行う事例は中世ヨーロッパにおいて特別なものではない。さらに、聖人崇敬と贖罪を組み合わせて、平和と秩序維持をはかる形式 、一〇三〇年頃の神の平和運動の形式であり
（
21）、この形式を踏襲して、サン・レオナール聖堂参事会への贈与者の権利として個人的な贖罪を
長々と行い、罪を浄化しようとしたのである。 「リモージュ司教座の私イティエは、ふさわしからぬ司祭であるけれども」 （
egoIcteriuspraedictaesedisquam
visindignussacerdos ） という表現や 「誘惑的な俗世の網によって私イティ
エは捕えられたように」 （
quem
adm
odum
retiaculishujusm
aleblandientissaeculisim
irretitus ）という表現が示すよ
うにリモージュ司教イティエ サン・レオナール聖堂参事会員たちの実践から距離を り、在俗聖職者の身分にとどまったことがわかる。そして自分が在俗聖職者であること 恥じ入り贈与を行い、贖罪する。サン・レオナールへの財政的援助は在俗聖職者の身分にとどまる司教にとって贖罪行為であっ 様子が窺える。サン・レオナール参事会教会のプレバンドの確立に先行して、贈与と贖罪が行われた点を看過すべきではない。それ は 管区の指導者として
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の司教にとって、 教区民に訴求するために極めて重要な象徴的な儀礼であった。復古すべき 「かつての状態」 （
pristinum

gradum
）とは、 「初期の生活態度の慣行」 （
pristinaeconversationisrepareturusus ）を実践していた状態である。そ

れは、使徒的生活が実践されていたとされる原始教会の状態である。一〇六二年の聖堂参事会改革文書では司教の贖罪によって の が可能になると考えられていたことが確認される。　
だが、司教の個人的な贖罪だけではなく、司教管区の秩序維持の意志を次の一節から明確に読み取ることが出来る。
　　
　
従って我々はこの世俗の誘惑に捕われているから、参事会制度の規範に倣うことができないので、神に支えら
れて、世俗の虚飾から離れたこれらの人たちを選んだ。この者たちは、絶え間なく使徒に従って嘆き、イエスに対するたえまない祈りをも日々に語り、 涙を持って祈りを注ぐことによって、 我々すべての罪をリモージュの人々の霧によっ 洗い去る。選ばれた者 ちに我々は神の助けを得て、どのようにそこで生活できるか、さらにいかなる不平もなく、参事会員身分の規範をしっかり保つことができるかを確立することを望む
（
22）。
　
この文書の一節では、司教個人の贖罪とサン・レオナールの改革を結びけるだけではなく、さらにリモージュ司教
管区全体の贖罪とサン・レオナールの改革が結び付けられている。 「我々はこの世俗の誘惑に捕われてい から、参事会制度の規範に倣うことができないので」 （
quiapraepeditiillecebrishujussaeculinorm
am
canonicaeinstitutionis
nonpossum
usim
itari ）という表現がリモージュ司教管区における一〇六二年のサン・レオナールの改革の位置づけ
を明らかにする。この改革はリモージュ司教管区を挙げてのプロジェクトであった。司教やその他 リモージュ司教管区の人々は世俗に留まり、サン・レオナール聖堂参事会員たちが彼らを代表し 「世俗の虚飾から離れ」 、隠遁することが取り決められている も司教管区のプロジェクトと考えれば理解できる。さらにサン・レオナール聖堂参
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事会員たちは「使徒に従って」 （
secundum
A
postolum
）聖堂参事会の生活を行うことが明記されている。一〇六二年

の聖堂参事会の改革は当時の人々にとって神の平和運動の系譜上に位置する聖人崇敬と贖罪という表現形式を伴う司教管区の平和と秩序維持の拠点形成の試みであった。そしてそれは、一二世紀に入ると、司教座以上に教区民に対する求心力をもつこ となるこ 参事会教会の財政的基盤を一一世紀半ばに確立させ 試みであった。リモージュ司教管区を代表して、当該司教管区の平和のために共住制に従い、当該司教管区の平和のために神に祈ることがサン・レオナール聖堂参事会員の義務 されたが、そ 義務を遵守させるために、リモージュ司教管区を代表す 選び抜かれた逸材が配置されたのも 単なる一教会 改革が目指されたわけではないからである。そこで目指されたのは、管区最大の信仰と秩序維持の拠点 形成である。神 平和運動 おけるサン・マルシアル修道院の修道士たちと同じ役割がサン・レオナール聖堂参事会員たちに割り当てられたとするならば、サン・レオナール聖堂参事会員 よる神に対する祈り 不十分であるならば、神 怒りでリモージュ司教管区 秩序が崩壊すると考えられた で ないだろうか
（
23）。
　
さらに一〇六二年の文書では、この試みを妨害する人々に対する罰則の規定が定められている。
　　
　
しかるに上に述べた如く論駁し、悪巧みをする人は、後悔しないならば、聖人たちの交わりと中傷によってス
カリオテのユダと他の者たちとともに裁かれるべきである。従って前述の参事会員たちと参事会員に従属する人たちは、どこにいても、すべての隷属から自由であるべきである。もしサン・レオナールのある参事会員たちが（…）ならば、破滅するか、改心するべきである。しかるに参事会員に従属する人たちを襲う者は、六〇ソリドゥスを司教あるいはポワティエ伯に差し出す（一緒 置く）べきである
（
24）。
　　
　
アキテーヌ公（ポワトゥー伯）と司教による身分保障と六〇ソリドゥスの罰金の制裁が取り決められているの
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も、神の平和の規定を想起させる。さらに次の文書の一節にはアキテーヌ公妃アグネスの署名が見受けられる。神の平和運動ではアキテーヌ公の家門の指導的役割が重視されたが、それと同様にサン・レオナール・ド・ノブラ参事会教会へ 共住制の導入について言及する一〇六二年 文書 おいてもアキテーヌ公の家門の指導的役割は重視されていることが次 一節から推測される。
　　
　
女伯アグネス。ところでこの（…）を教会の破門をもって我々は承認する。この証書がつくられた、我々の主
イエス・キリストの受肉の年一〇六二年エパクタ 七、太陰暦三‐一、コンキュランテス七、 一一月イ ディクティオ一五、フランク王フィリップ 統治する時
（
25）。
　
一〇六〇年頃のアキテーヌ公の権威が如何程のものであったかは推測の域を出ないが、神の平和運動の形式を踏襲
していると考えるならば、違和感はないだろう。　
一〇六二年の聖堂参事会の改革文書には、聖人崇敬だけでなく、父祖の鎮魂という中世人の死生観にかかわる記述
が見受けられる。　　
　
神と我々の持分からこれらすべてを参事会員たちに我々は与え、承認する。これまでノブラの参事会員で可能
な限り規則正しく生活しようと努力してきた参事会員たちに （すべてを与え承認する） そしてその父祖のギドーの魂のために、彼らの父祖の魂のために。そして我々 ために。そして私 リモージュの座 先任者の魂 ために昼も夜も祈る参事会員たちに（すべてを与え 承認する）
（
26）。
　
リモージュ教会の父祖の鎮魂が、司教座のキウィタスの外部に所在するサン・レオナール・ド・ノブラ参事会教会
において行われたことは、この参事会教会の当該司教管区における重要 位置づけを示唆する。司教座で鎮魂を行う

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よりも、聖人伝や奇蹟録を用いた広報的活動で知名度を上げることに成功しつつあったこの参事会教会で鎮魂を行ったほうが、当該司教管区全体に対する訴求力は大きかったに違いない。司教管区全体の司牧＝魂の管理（
C
ura
anim
arum
）の拠点としての役割をこの参事会教会は担っていたといってよいだろう。
　　
おわりに
　
　
全く無名の参事会教会に過ぎなかったリモージュ司教管区所在のサン・レオナール・ド・ノブラ参事会教会は、リ
モージュ司教主導の下で編纂された聖人伝・奇蹟録といった叙述史料の効果で一〇三〇年頃の当該管区における神の平和運動期に聖人崇敬 拠点のひとつとして教区民に認識されるようになったが、 一世紀中葉に司教の贈与によって財政基盤が確立し、聖堂参事会に共住制が導入され、 の信仰と秩序維持の拠点へと発展した。そ て一二世紀にサン・チャゴ・デ・コンポステーラへの四代巡礼路のひとつ「リモージュの道」を代表す 教会となる
（
27）。
　
教皇レオ九世以降のローマ教会 シモニア批判や聖職者倫理の刷新運動と連動しつつ推進されたサン・レオナー
ル・ド・ノブラ参事会教会への共住制の導入は、西ヨ ロッパ全体の教会改革の動向に準拠しているように見えるが、それは実際には王権の及ばぬロワール川以南の領域で特に発展した神の平和運 の秩序維持 表現形式を固持しつつ、司教が堂々と自らのシモニアを公言し、そ 個人的贖罪を司教管区 集団的贖罪に発展させ、地域の秩序維持をはかる施策であった。聖人伝と奇蹟録で創出 た崇敬が、いよい 管区 に普及し始めたとき、司教は自らの贈与でプレバンドを設定し、その財政的 を堅固なものとした。その証拠 なる史料が一〇六二年 聖堂参事会改革
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文書である。サン・レオナール・ド・ノブラ参事会教会は、プレバンドの設定による財政的基盤の確立以降、奇蹟録の版の改良（いわゆる『第二奇蹟録』 ）による聖人崇敬の広報的活動のさらなる成功を通じて当該司教管区における信仰 最大の拠点となり、事実上、司教座以上に影響力をもつ管区全体の司牧＝魂の管理（
C
uraanim
arum
）の拠点
としての役割を担うこ とな 。　
サン・レオナール・ド・ノブラ参事会教会は、十字軍の時代には、管区内部のフェーデによる暴力を管区外部の異
教徒に向けさせ、管区内部の平和 秩序を維持する恐るべき拠点となったが、この問題およびサン・マルシアル修道院との使徒継承性（
apostolicité ）をめぐる対立と和解については、今後の課題としたい。
〔付記〕本研究は
JSP
S 科研費（課題番号
15K
02960 ）の助成を受けたものである。
　　　
注
（１）
V
itadans“V
itaetm
iraculaS.L
eonardiN
obiliacensia”,A
cta Sanctorum
 B
ollandiana(N
ov.)3,pp.149-155.A
cta Sanctorum
 
B
ollandiana (éd.SociétédesB
ollandistes),62vols,B
russels,1863-1925 は以下で
A
A
SS と略記する。
（２）
L
iber prior m
iraculorum
,dansA
A
SS(N
ov.)3,pp.155-159;L
iber alter m
iraculorum
,dansA
A
SS(N
ov.)3,pp.159-173.
（３）拙稿「聖レオナール崇敬の創出と奇蹟（一一～一二世紀）―平和の守護聖者から戦士の守護聖者へ―」 （ 『歴史評論』七三〇号
〈二〇一一年〉 ） 、六四～七七頁。
（４）
M
iscellaneadelC
entrodistudim
edioevali(éd.),L
a V
ita com
une del clero nei secoli 11 e 12:attidellaSettim
anadistudio,
M
endola,settem
bre1959,Settim
anainternazionaledistudiodellaM
endola(M
iscellaneadelC
entrodistudim
edioevali,3,
P
ubblicazionidell'universitàcattolicadelSacroC
uore),2vol.,M
ilano,1962. 先行研究の関心は『聖アウグスチヌス戒律』の導入
と私的所有放棄の段階に集中していたが、リモージュ司教管区にこの現象が現れるのは一二世紀以降である。
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（５）この段階の重要性については、
M
.P
arisse,L
eschanoinesavantleschanoinesréguliers,dansM
.P
arisse(dir.),L
es chanoines 
réguliers : ém
ergence et expansion (X
Ie-X
IIIe siècles),(actesdusixièm
ecolloqueinternationalduC
entreE
uropéende
R
echerchessurlesC
ongrégationsetO
rdresR
eligieux,L
eP
uyenV
elay,29juin-1erjuillet2006),Saint-E
tienne,2009,pp.7-11.
（６）
J.B
ecquet(éd.),A
ctes des évêques de L
im
oges des origines à 1197(D
ocum
ents,étudesetrépertoirespubliésparL
’Institut
deR
echercheetd’H
istoiredesT
extes,56),P
aris,1999,n.18.　
以下で、このカルチュレールを
A
ctes と略記する。これまで聖堂参
事会の戒律を用いて理念に力点を置いて研究はすすめられてきた。本稿では改革文書を用いて理念よりも改革の実態の検証に力点を置きたい。
（７）この問題はかつては特殊な領域と看做されたが、近年、概説書にも記載されるようになった。
P
.B
ertrand,B
.D
um
ézil,X
.
H
élary,S.Joye,C
.M
ériaux,I.R
ose,P
ouvoirs, E
glise et Société dans les royaum
es de F
rance, B
ourgogne et G
erm
anie (888-v. 
1110),P
aris,2008,p.177;A
.-M
.H
elvetius,J.-M
.M
atz,É
glise et société au M
oyen Â
ge, V
e-X
V
e siècle,P
aris,2008,pp.144-146;M
.
Soria-A
udebert,C
.T
reffort,P
ouvoirs, E
glise, société : C
onflits d'intérêts et convergence sacrée (IX
e-X
Ie siècle),R
ennes,2009,
pp.183-185. 聖堂参事会改革の全体像については、今野國雄『西欧中世の社会と教会』 （岩波書店、一九七三年） 、関口武彦「聖堂
参事会改革の歴史的位置」 （ 『山形大学紀要・社会科学』第一九巻第一号〈一九八八年〉 ）七五～一一八頁を参照。
（８）
C
h.D
ereine,A
rt.C
hanoines,D
ictionnaire d’histoire et de géographie ecclésiastiques,t.12,P
aris,1953,col.375-404.
（９）ベルトラムは、 『クロデガングの戒律』の校訂版を公刊し、 『クロデガングの戒律』文書は単独では影響力が弱いが、 『アーヘン掟則』
と合成され、一〇世紀後半に伝播し、影響力 持っ いたと主張する。
J.B
ertram
,T
he C
hrodegang R
ules: T
he R
ules for the 
C
om
m
on L
ife of the Secular C
lergy from
 the E
ighth and N
inth C
enturies. C
ritical T
exts w
ith T
ranslations and C
om
m
entary,
（
C
hurch,F
aith,andC
ultureintheM
edievalW
est ）,B
urlington,V
T
,2005.
（
10）一二世紀の改革の動向については、 拙稿「一二世紀初頭のサン レオナール参事会教会に於ける律修化・巡礼・教会制度」 （ 『史林』第九三巻三号〈二〇一〇年〉 ）八七～一〇二頁。一一世紀段階のサン・レオナールにおいては律修化の問題は看取されない。
（
11）聖堂参事会改革 霊性 理念
A
.V
auchez,L
a spiritualité du m
oyen âge occidental: V
IIIe-X
IIe siècles,P
aris,1975,
pp.87-91.
（
12）
N
am
istudcoenobium
X
IIpraebendisjam
pridem
feliciterfuitstabilitum
etabantecessoribusnostrisbenepraeordinatum
,
inhonorem
quoquedom
ininostriJesuC
hristisanctiqueT
rophim
ietpretiosissim
iC
hristiconfessorisL
eonardiconsecrati,in
quovolum
usetinspiranteD
eodecrevim
usutpristinaeconversationisrepareturususetordocanonicalisibiflorescatom
nibus
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etredoleatcunctisbonisoperibusetclam
etdiebusacnoctibusproom
nium
nostrorum
velpopulorum
necessitatibus.(A
ctes,
n.18,col.14)
（
13）
C
h.D
ereine,L
aV
itaA
postolicadansl'ordrecanonialduIX
eauX
Iesiècles,R
evue M
abillon,51,1961,pp.47-53.
（
14）復興ではなく、新しい改革運動であるという主張は、一三世紀に台頭する托鉢修道会の前史としての
vitacanonica の理念と現

実に関するヴィケールの古典的研究の主題である。
M
.-H
.V
icaire,L
’im
itation des apôtres. M
oines, chanoines et m
endiants IV
e-
X
IIIe siècles,P
aris,1963 （朝倉文市監訳、渡辺隆司、梅津教孝訳、 『中世修道院の世界―使徒の模倣者たち―』 〈八坂書房、二〇〇

四年〉 。この邦語版所収の梅津教孝氏の聖堂参事会改革の戒律に関する厳密な註解では、 「参事会」を示す原語をカタカナのルビを用いて区別する表記法が採用されており、わかりやす 使徒的生活については
C
h.D
ereine,L
aspiritualité“apostolique”des
prem
iersfondateursd’A
ffl
ighem
(1085-1100),dansR
evue d’H
istoire ecclésiastique,54,1959,pp.41-65.
（
15）
D
am
usetenim
eisinD
einom
inealiquiddejurenostro,praebendasscilicetX
IIquaeabantecessoribusnostrisibiadD
ei
servitium
etbeatiL
eonardipriscistem
poribusfueruntpraeordinatae.(A
ctes,n.18,col.31)
（
16）
C
ensusverointerepiscopum
etclericos( …
)dam
ussim
iliteradaltarebeatiL
eonardiextram
edio( …
)etcer( …
)etillas
terrassim
iliterquasbonihom
inesjam
pridem
beatoL
eonardoreliqueruntetquaeadhucaboniscatholicisrelicturaesunt
etdenarioscathenaeadrestaurationem
ornam
entorum
sanctiL
eonardi,etsilvaquaeF
orestavocaturaddom
inium
etjus
fratrum
etporcorum
pascherium
hujussilvaeetquidquidautinecclesiam
faciendoautinoffi
cinisclaustrim
itterevoluerint.
(A
ctes,n.18,col.35)
（
17）
R
ogam
usautem
successoresnostrosperdom
inum
Jesum
etperbeatum
( …
)nem
ocausalucrivel( …
)vitatispraelatum
hic
m
itterepraesum
atnisiquem
congregatiojusteelegerit.(A
ctes,n.18,col.55)
（
18）
N
am
claustrum
etoffi
cinasetterram
inquaaedificentsim
iliterconcedim
usetm
ansum
deC
henortotum
etX
IIdenarios
adM
ilieresetO
tgerium
B
arbecum
suam
ansioneetadhucquodtenetdepraepositione,etsicutisuntcapitam
ansipraepositi
H
agentensisetvicariisolutaetlibera,abom
niservitute( …
)praeterquam
canonicorum
sintliberae.(A
ctes,n.18,col.41)
（
19）
SIG
N
U
M
(C
hrism
on)IC
T
E
R
IIE
P
I

R
am
nulphusdecanus(C
rux).IldoinusR
oeriacantor.G
eraldus.A
ldvinus.G
eraldusM
arbodius[custos]sepulchri.A
ufredus.P
H

eIdusrecgno(?).(A
ctes,n.18,col.63)

この一節の最後の
P
H
eIdusrecgno は判読できなかった。 「フィリップが統治する時」であろうか。
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（
20）
N
otum
sitigiturom
nibushom
inibusillispraecipuequipraetenderuntL
em
ovicaesediscathedram
velincollegiofratrum

D
eivenerintvivere,quodegoIcteriuspraedictaesedisquam
visindignussacerdosm
em
orhum
anaefragilitatiscasuset
anim
advertens,m
eispeccatisingruentibus,adclam
antibuspopulorum
vocibus,qualiterquondam
fuipontificatusetintam

excellentissim
ohonoreegoquidam
hom
unculustam
glorioseinthronisatushicm
aletim
ens,nilboniagensquem
adm
odum

retiaculishujusm
aleblandientissaeculisim
irretitus,hocunacum
fratribusnostrisvelcaeteristim
orem
D
eiinsehabentibus
iniensconsilium
quatenusquem
dam
jurisnostrilocum
nom
ineN
obiliacum
,ubicoenobialishabitatiofuitjam
dudum
,D
eo
auxiliante,inpristinum
restitueregradum
,undedom
inum
Jesum
C
hristum
possim
habereplacatum
.(A
ctes,n.18,col.3)
（
21）神の平和運動については、
D
.B
arthélem
y,L
’an m
il et la paix de D
ieu –L
a F
rance chrétienne et féodale 980-1060-,P
aris,
1999;T
.H
eadandR
.L
andes(éd.),T
he P
eace of G
od,IthacaandL
ondon,1992; 江川温「神の平和運動の軌跡が照らしだすも
の
 ―一一‐一二世紀の平和理念と紛争処理―」 （服部春彦・谷川稔編『フランス史からの問い』 〈山川出版社、二〇〇〇年〉 ）四
～二四頁。
（
22）
E
rgoquiapraepeditiillecebrishujussaeculinorm
am
canonicaeinstitutionisnonpossum
usim
itari,eligim
ushosvirosa
saeculivanitatibus,juvanteD
eo,separatos,quisineinterm
issione,secundum
A
postolum
,flendoetorandoprecesqueassiduas
adJesum
cotidiecum
lachrym
isfundendonostrorum
om
nium
detergantcrim
inanebulopopuliL
em
ovicens[is]per( …
)propheta
sacerdotes,inquiens,populim
eicom
edantpeccataquibus,igiturvivisaD
eoetnostorum
etnostrarum
om
nium
intuituin
quantum
possibilenobisestprospicerehum
ano( …
)praeelectisvolum
us,adjuvanteD
eo,stabilirequaliteretquem
adm
odum

ibipossintviverenorm
am
quecanonicalisordinisdeindesinequerim
oniaaliquafirm
itertenere.(A
ctes,n.18,col.21)
（
23）サン・マルシアル修道院も一〇六二年に改革を行っている。修道院と参事会教会の二つの改革文書の比較検討については稿を改めて論じたい。
（
24）
Illisveroquihoccontradixerintvelcalum
pniaverintnisiresipiscant( …
)sancrorum
societateetm
aledictionecum
Juda
Schariothetcum
aliisdam
natis.C
anoniciigitursupradictiabom
niservitioubiquesintliberiethom
inesillorum
.Siquis
canonicussanctiL
eonardi( …
)perdatautresipiscat;quiverohom
inescanonicorum
invaserit,L
X
solidoscom
ponataut
episcopoautP
ictavensicom
iti.(A
ctes,n.18,col.50)
（
25）
A
gnes(C
hrism
on)com
itissa　
H
ancautem
( …
)excom
m
unicationeecclesiasticafirm
am
us( …
).H
octestam
entum
factum
est
annoincarnationisdom
ininostriJesuC
hristim
illesim
oL
X
II,epactaV
II,lunaIII,IconcurrentesV
II,inm
ensenovem
bri,
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indictioneX
V
,regnanteP
hilippoF
ranchorum
regeet( …
).(A
ctes,n.18,col.58)
（
26）
H
octotum
exparteD
eietnostradam
usetauthorizam
usillisquihactenusregulariterinN
obiliacensicoenobiosecundum

p
ossev
iv
erestu
d
u
erin
t,etp
roan
im
ab
u
s( …
)etp
atriseju
sG
u
id
on
is,p
atru
m
q
u
esu
oru
m
etp
ron
ob
isan
im
aru
m
q
u
e
antecessorum
m
eorum
episcoporum
L
em
ovicaesedisdieacnocteoraverint.(A
ctes,n.18,col.45)
（
27）J.V
ielliard,L
e G
uide du pèlerin de Saint Jacques de C
om
posstelle,M
acon,1978. 聖レオナール崇敬はさらに発展して西ヨーロッ
パ全域に伝播し、 一三世紀には『黄金伝説』にその伝記が採録された。ヤコブス・デ・ウォラギネ著（前田敬作、 山中知子訳） 『黄金伝説』四（平凡社、二〇〇六年）二二三～二三一頁。
